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１． 調査の目的 

○教育基本法に基づき策定された「第２期教育振興基本計画」（平成 25年６月閣議決定） 

において、グローバル人材の育成に向けた取組として、外部検定試験を活用した生徒の 

英語力の把握検証などによる戦略的な英語教育改善の取組の支援を行うとともに、高等 

学校卒業段階における英語力の目標が成果指標として掲げられた1。 

○同年 12月、文部科学省が公表した「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」に

おいて、小・中・高等学校の各学校段階を通じて英語教育を充実し、生徒の英語力を向

上2することなどが提言されたことを踏まえ、フィージビリティー調査として本事業を実

施した。 

○全国の無作為抽出による中学校第３学年約 6万人（国公立約 600校）を対象に、英語に

関する４技能（聞くこと、話すこと、読むこと、書くこと）がバランスよく育成されて

いるかという観点から本調査を実施し、生徒の英語力や英語の学習状況の把握・分析を

通じて、学校における生徒への指導の充実や学習状況の改善に活用する。 

○平成 27 年度調査に引き続き、平成 28 年度も調査を実施し、本年度は中学 3 年生の初め

ての経年比較調査として行った。その分析結果を今後の英語教育の改善・充実に生かす

こととしている。 

○なお、本調査は、中学校における英語教育の多様性を踏まえ、世界標準に基づいて日本

の中学生全体の英語力を測定するため、CEFR（Common European Framework of 

Reference for Languages：ヨーロッパ言語共通参照枠）を参照して測定することとした。 

                                                   
1  第２期教育振興基本計画（平成 25年～29年度）においては、グローバル人材育成に関する成果指標
として、次の目標が掲げられた。 

 ①国際共通語としての英語力の向上 
 ・学習指導要領に基づき達成される英語力の目標（中学校卒業段階：英検３級程度以上、高等学校卒業
段階：英検準２級程度～２級程度以上）を達成した中高校生の割合 50% 

 
2  同実施計画においては、将来目指す生徒の英語力として、高等学校卒業時に英検２級～準１級、

TOEFL iBT 57点程度以上が示された。その後、「英語教育の在り方に関する有識者会議」報告（平成

26年９月）において、生徒の英語力を把握し、きめ細かな指導の改善・充実や生徒の学習意欲の向上に

つなげるため、従来設定されている英語力の目標（学習指導要領に沿って設定される目標（中学校卒業

段階：英検３級程度以上、高等学校卒業段階：英検準２級程度から２級程度以上）を達成した中高校生

の割合 50%）だけでなく、高等学校段階の生徒の特性・進路などに応じた英語力、例えば、高等学校卒

業段階で、英検２級～準１級、TOEFL iBT 60点前後以上などを設定し、生徒の英語力の把握・分析・

改善を行うことが必要であるとの指摘がなされた。 
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２． 調査事項及び方法 

ア．英語力調査 

  ・学習指導要領に基づき、３技能（聞くこと、読むこと、書くこと）を対象とした試

験を２単位時間の中で実施した（所要約 75分）。 

 ・「話すこと」については 1 校あたり 1 クラスを対象とし、1 受験者あたり 10 分程度

実施した。 

・筆記テストの試験監督は、調査対象校の英語担当教員が担当した。「話すこと」の試

験官は、調査対象校の英語担当教員が研修（送付された研修資材を使った事前研修）

を経て担当した。 

 

イ．質問紙調査（生徒、英語担当教員、学校） 

  ・受験した生徒に対し、英語学習に関する関心・意欲や学習状況（及び小学校外国語

活動時の状況など） 

・調査対象校の英語担当教員に対し、指導や研修の参加状況 

・調査対象校に対し、指導計画の作成や研修の実施状況 

などについて質問紙調査を実施した。 

 

ウ．学校の取組事例 

  ・調査対象校のうち、調査結果において特徴があった学校の取組について調査した。 

 

３． 調査期間、調査対象 

調査期間：平成 28年 6月末～7月 

 ※上記期間内において調査対象校が希望する日程で実施。なお、筆記テストの実施日と「話すこと」

のテストの実施日を分けることも可能とした。 

   

調査対象：全国の中学校及び中等教育学校前期課程の第 3学年約 6万人を対象に実施。

「話すこと」のテストについては約 2万人（１校あたり１クラス）を対象に

実施。 
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学校種別の参加生徒数は、以下のとおり。 

  

① 公立学校：全国で無作為抽出した 502校（約４万７千人） 

② 国立学校：国立大学法人附属中学校及び中等教育学校（前期課程） 

  77校（約１万人） 

 

（参加した学校数、生徒数及び回答した教員数） 

  校数 教員数 

生徒数 

読むこと 

聞くこと 

書くこと 

話すこと 

公立学校 502 1,532 47,143 16,248 

国立学校 77 286 10,485 2,968 

合計 579 1,818 57,628 19,216 

 

４． 調査結果の解釈などに関する留意事項 

本調査結果の解釈などについては、以下の点に留意されたい。 

 

・本調査は、生徒に求められる英語力や学習状況について把握・分析を行うとともに、そ 

れらの結果を指導の改善に生かすことを目的としている。また、民間事業者により提供

された試験を活用するものであり、調査の結果は、生徒に求められる英語力の一部、又

は学校における教育活動の一側面に関するものである。したがって、学校が日常的に行

う評価に加え、英語によるコミュニケーション能力の一つの指標として本調査結果をと

らえるべきであることに留意した上で、効果的な指導改善に活用されたい。 

・本調査において用いられた試験問題は、経年比較調査を行ったこともあり原則非公開と

している。ただし、指導改善のために活用できるよう、一部の問題については本報告書

の中で公開して取り上げることとした。 

・調査対象は市町村規模と学校規模をもとに抽出を行った。調査結果は母集団に対する標

本の抽出率に応じて抽出ウェイトをかけて集計を行っている。そのため、度数分布の各

度数とアンケート回答人数は実際の被験者数とは異なる。 
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５． 調査問題の構成 

○ 「読むこと」：多肢選択式・3パート構成・28問（32分） 

○ 「聞くこと」：多肢選択式・4パート構成・32問（18分） 

○ 「書くこと」：自由記述式・2パート構成・2問（25分） 

○ 「話すこと」：音読、即興を前提とするやりとり、ある程度準備をした上で話すことに 

ついて、それぞれ評価基準を設け、英語担当教員が面接を実施・3問（約 10分） 

〈問題構成の全体概要〉 

 

〈参加した生徒・調査対象校の英語担当教員・調査対象校に対する質問紙調査の構成〉 
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６． 出題内容 

■読むこと 

出題形式：多肢選択式・3パート構成・28問 

実施時間：32分 

 

■聞くこと 

出題形式：多肢選択式・4パート構成・32問 

実施時間：18分 
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■書くこと 

出題形式：自由記述式・2パート構成・2問 

実施時間：25分 

 

 

■話すこと 

出題形式：音読・１問  

即興を前提とするやりとり・１問 

ある程度準備をした上で話すこと・１問 

※調査対象校の英語担当教員が試験方法及び採点の事前研修をした上で面接を

実施 

実施時間：約 10分 
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■質問紙 
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７． 「書くこと」及び「話すこと」の採点基準 

■書くこと 

 

 

■話すこと 
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８． CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）を参照した分析方法 

本調査における CEFRレベルの算出は、「生徒質問紙」に掲載の「英語 CAN-DOアンケ

ート」への回答結果をもとに分析した。「英語 CAN-DO アンケート」の各アンケート項目

は、文部科学省・科学研究費助成事業の CEFR-J 研究開発チーム（代表：投野由紀夫）の

研究成果を用いた。CEFR の読むこと、聞くこと、書くこと、話すこと（発表）、話すこと

（やりとり）の各 A1～A2 レベルに対応した CAN-DO 記述をベースにしつつ、A1 レベル

は３段階に、また A2レベルを２段階に細分化し、さらに Pre-A1レベルを追加した。 

 

○「英語 CAN-DOアンケート」で用いた CEFR レベル段階数： 

A2レベル→ A2.1、A2.2の２段階（A2.1よりも A2.2が高いレベル） 

A1上位レベル→A1.2、A1.3の２段階（A1.2よりも A1.3が高いレベル） 

 A1下位レベル→Pre-A1、A1.1の２段階（Pre-A1よりも A1.1が高いレベル） 

※P. 14～15参照 

 

また、各アンケート項目への回答は、以下の例のような４つの選択肢の中から当てはま

るものを１つずつ回答する形式とした。 

 

○アンケート質問例： 

 簡単な英語で表現されていれば、旅行ガイドブック、レシピなど実用的・具体的で内容

が予想できるものから必要な情報を探すことができる。 

① 経験したことがあり、できる 

② 経験したことはあるが、できない 

③ 経験したことはないが、できると思う 

④ 経験したことがなく、できないと思う 

   

集計に当たっては、各アンケート項目で記述している言語活動が「できる（can）」と判

定する方法を以下の基準に従って求め、「できる（can）」と判定された回答者（＝受験者）

の英語テストのスコアと CEFRレベルとの閾（しきい）値を設定した。 
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○閾値の設定方法： 

・「英語 CAN-DOアンケート」への各回答のうち、「経験したことがあり、できる」と「経

験したことはないが、できると思う」の二つを当該言語活動が「できる（can）」の回

答とみなし、「経験したことはあるが、できない」と「経験したことがなく、できない

と思う」の二つを当該言語活動が「できない（can’t）」の回答とみなした。 

・アンケート回答者のスコアが高まるにつれて、「できない（can’t）」の回答割合が減少

していき、一方で「できる（can）」の回答割合が増加する。そこで、アンケート回答

の「できる（can）」の割合が 85%を上回っている CEFRレベルを抽出して、英語テス

トの技能別スコア帯に対応した CEFRレベルとした。 

・英語テストの技能別スコア帯に対応した CEFR レベルを決定する際、A1 レベルを細  

分化した３段階のうちの２段階目、また A2レベルを細分化した 2段階のうち、より高

い２段階目のアンケート項目において「できる（can）」の割合が 85%を上回っている

CEFRレベルを、英語テストの技能別スコア帯に対応した CEFRレベルとした。 

 

※図はイメージであり、実際のデータではない。 

 

 

左記を例にとると、該当するア

ンケート項目に対して、「できる

（can）」の回答が 85%を上回る

スコア帯は 150点となるため、こ

れを閾（しきい）値とした。 
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【参考】CEFR-J ディスクリプター（A1.1～B2.2のみ抜粋） 

○読むこと 

 

○聞くこと 

 

○書くこと 

 

○話すこと（発表） 
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○話すこと（やりとり） 

 

【参考】CEFR（Common European Framework of Reference for Languages： 

ヨーロッパ言語共通参照枠） 

・CEFR は、語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材の編集、外国語運用能力の評価
のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001 年に欧州評議会（Council of 

Europe）が発表した。現在、欧州域内外で使われている。 

・欧州域内では、国により、CEFR の「共通参照レベル」が、初等教育、中等教育を通じた目標として適
用されたり、欧州域内の言語能力に関する調査を実施する際に用いられたりしている。 
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【参考】各種試験団体のデータによる CEFRとの対照表 
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２章 調査結果の概要 
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１． 国立・公立学校全体の技能別調査結果 

○「書くこと」「話すこと」の CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）1 A1上位以上の割合は

30~40%程度、「読むこと」「聞くこと」の割合は 20％程度である。 

○「書くこと」の得点者は全体の 85％以上（無解答：12.5％）、「話すこと」の得点者は全

体の約 97%（無解答：2.9％）となっている。 

【国立・公立学校全体のスコア分布】 

 

                                                   
1   CEFRは、語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材の編集、外国語運用能力の評

価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001年に欧州評議会（Council of 

Europe）が発表した。現在、欧州域内外で使われている。欧州域内では、国により、CEFRの「共通参

照レベル」が、初等教育、中等教育を通じた目標として適用されたり、欧州域内の言語能力に関する調

査を実施する際に用いられたりしている。本調査ではテスト設計上、CEFRの A1～A2までのレベルを

「読むこと」及び「聞くこと」は 10点刻み、「書くこと」は 5点刻み、「話すこと」は 1点刻みで設定

し、スコア分布の状況を見ることとした。 

 ※第 2期教育振興基本計画においては、生徒の英語力の目標を、中学校卒業段階：英検 3級程度（CEFR

の A1レベル）以上、高等学校卒業段階：英検準 2級程度～2級程度（同 A2～B1レベル）以上を達成

した中高校生の割合が 50%としている。 
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２． 公立学校の技能別調査結果及び課題と指導改善のポイント 

○公立学校における「書くこと」「話すこと」の CEFR A1上位以上の割合は、30～50%程

度、「読むこと」「聞くこと」の割合は 20%程度で昨年度と同じ傾向である。 

○「書くこと」の得点者は全体の 84%以上（無解答 15.6％）、「話すこと」の得点者は全体

の約 96％以上（無解答 3.6%） 

【公立学校のスコア分布】 
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課題と指導改善のポイント （◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題のある点） 

 

読むこと 

◇昨年同様、短文レベルの語彙・語法問題（Part A）や、情報検索問題（Part B）の中に

は、正解率が 70%を超えるものもある。 

◆短文における話の流れや複数の情報相互の論理関係を理解する力に課題がある。 

◆英文の流れを大まかに押さえながら情報を検索することに課題がある。 

◆英文全体の意味を把握し、文脈や前後関係を押さえながら読むことに課題がある。 

◆まとまった量の英文を読み、概要や要点を読み取ることに課題がある。 

 

☞指導改善のポイント 

○学習者のレベルにあった短い文章をたくさん読む活動を行うとともに、文章を初めから

終わりまで通して読む機会を設定する。 

○逐語的な読みから脱却し、簡単な語句や短い文章で書かれた英文を意味のまとまりごと

に捉える活動を行う。 

○目的に合わせて英文を読む活動を行う。 

○読んで終わりではなく、理解したことを基に話したり書いたりする活動を行う。 

○A1下位レベルの生徒においては、逐語的な読みを行い英文全体の文脈を捉えることに課

題があることが考えられるため、簡単な語句や文で書かれた短い文章を繰り返し読んで、

それらの概容や要点を捉えることができる活動を行う。このような活動を通じて、まず読

むことへの抵抗感をなくすとともに、読んで理解できたという自信を持たせることが重要

である。 

 

聞くこと 

◇短い英文で、問われている語句が直接示されている場合は、それを認識して正しく理解

することができる（「イラスト説明問題」（PartA）では 90%以上の正答率のものもある）。 

◆英文を聞く際に、印象に残りやすい語句に引きずられてしまう傾向がある。英文全体の

意味を理解し、その情報を一時的に保持した上で、解答にたどり着く力が求められる 

◆慣れ親しんでいる語句や表現が使われている選択肢を選びやすい。また、１文の中に不

慣れな単語や表現が含まれている場合は、全体の意味の把握に困難が生じると言える。 

◆語句単位で断片的な理解はできているが、文全体及び文脈で意味を把握することに課題 

がある。 
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◆まとまった英文から必要な情報を聞き取ることに課題がある。 

 

☞指導改善のポイント 

○多様な表現をインプット・アウトプットする活動を行う。 

○まとまりのある英語を初めから終わりまで通して聞く機会を設定する。 

○聞くポイントを事前に示したり、聞く場面や状況を明確にしたりするなど、目的を 

持って聞く活動を行う。 

○聞いて終わりではなく、理解したことを基に話したり書いたりする活動を行う。 

○A1下位レベルの生徒に対しては、日常的な話題に関する簡単な内容から必要な情報 

 を聞き取るなどの活動を通して、聞いて理解できたという自信を持たせることが重要 

 である。 

 

書くこと 

◇設問 2について、全体の約 67％の生徒が自分の「考え」、約 68%の生徒が自分の考 

えに対する「理由」を書くことができている。A1下位レベルでも約 44%の生徒が自 

分の「考え」、約 45%の生徒が「理由」を書くことができている。 

◆昨年度同様、文脈に沿った内容を適切に表現することに課題がある。 

◆昨年度同様、評価の３つの観点「内容」「表現」「構成」の中では、「構成」の得点が 

ほかよりやや低い結果となっている。 

◆文を作ることはできても、まとまりのある文章を書くことに課題がある。 

◆昨年度同様、無得点者が 15.6％と非常に多く、そのほとんどが無解答である。 

 

☞指導改善のポイント 

○関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて、英文を書く機会を増やす工夫 

を行う。 

○文脈に沿った内容を書く指導の工夫を行う。 

◯日常的・社会的な話題について、自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文 

 を用いてまとまりのある文章を書いて伝えることに対する意欲を高め、求められて 

いる内容を適切に書く指導の工夫を行う。 

◯聞いたり読んだりしたことについて自分の考えなどを書いたり、「話すこと」の言語 

 活動において発話したことを書いてまとめたりするなど、他の領域との関連付けを 

 図る。 

◯A1下位レベルの生徒に対しては、英語が嫌い、文字や綴り、文法などへの苦手意識が 
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強いことから、特に、①簡単な語句や文を用いて段階的に文章を書く練習を取りいれ 

る、②日頃から、自分の考え、気持ち思いを表現する活動を繰り返し行う、③メー 

ルで書いて伝えるなど、実際のコミュニケーションの場面の中で相手に伝える活動 

を行うといったことを通して、生徒の意欲を高めながら書く機会を増やす工夫を行う。 

 

話すこと 

◇約 90％の生徒が、母語アクセントが残っていたり、一部発音ミスがあったりして 

も、聞き手がある程度理解できる発音、リズム、イントネーション、速度、声の 

大きさで発話することができる。 

◇約 75％の生徒が、基本的で身近な話題に関する即興的な質問について、相手の 

発話に対応した適切な内容で、おおむね応答できていた。 

◆約 40%の生徒は、基本的で身近な話題に関する即興的な質問について、時制の誤り 

など基本的なミスが繰り返し出てくる、もしくは使える文法や表現が限定的な 

解答であった。 

◆約 70％の生徒は、与えられた質問についてある程度の準備をした上で、個人の 

考えや経験に基づいて、意見、理由などの要素を関連付けながら考えを述べる 

ことに課題がある。 

 

☞指導改善のポイント 

○生徒にとってできるだけ興味・関心のある日常的・社会的な話題を取扱い、「相手 

に伝える」ことを重視した活動を行う。 

○あらかじめ原稿等を準備して話すのではなく、簡単な語句や文を用いてその場で 

考えて即興的に話す活動を工夫する。即興的に話す力については、一度の授業で 

身に付くものではないことから、例えば毎回の授業の帯活動などを通して継続的に 

指導することが必要である。また、既習の語句・表現を用いることができる活動の 

場面を設定することが重要である。 

○話す活動の後は、生徒が振り返ったり教員からフィードバックをしたりする 

機会を設ける。 

〇日常的・社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、自分の考え、 

気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いて話す活動を行う。 

○A1下位レベルの生徒に対しては、生徒が相手に伝えたいことを伝えられる簡単な 

語句や表現を使ってペア・ワークを行うなど生徒の意欲を高めながら話す活動を増やす 
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工夫を 行う。 
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３． 公立学校の質問紙調査結果 

①生徒質問紙調査結果の主な特徴 

【英語学習に対する意識】 

○「話すこと」のテストスコアが高いほど、「英語が好きである」（選択肢①②合計）生徒

の割合が高い。 

 No. 1 英語の学習は好きですか。最も当てはまる選択肢を１つ選んでください。 

 

 

①そう思う ②どちらかといえば、そう思う ③どちらかといえば、そう思わない ④そう思わない 
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【現在の英語力と将来の英語使用のイメージ】 

○ 現在の英語力のレベルによって将来の英語使用のイメージが異なる。「どの程度まで英

語を身に付けたいと思っていますか」という問いに対し、「話すこと」のテストスコアが

高いほど、「英語を使って、国際社会で活躍できるようになりたい」（選択肢①）「海外で

のホームステイや語学研修を楽しめるようになりたい」（選択肢②）を選択する生徒の割

合が高い。 

No. 3 どの程度まで英語を身に付けたいと思っていますか。最も当てはまるものを１つ選んで下さい。 

           

  

 

 

①英語を使って、国際社会で活躍できるようになりたい ②海外でのホームステイや語学研修を楽しめるようになりたい  

③海外旅行などをするときに、英語で日常的な会話をし、コミュニケーションを楽しめるようになりたい 

④高校卒業後に、海外の大学などに進学できるようになりたい  ⑤大学で自分が専攻する学問を英語で学べるようになり

たい ⑥高校入試に対応できる力を付けたい  ⑦特に学校の授業以外での利用を考えていない 
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【４技能の言語活動に対する生徒の意識】 

＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識「聞くこと」＞ 

○英語を聞いて、概要や要点をとらえる活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、73.8％。 

 平成 27年度の 72.5％より 1.3ポイント増加。 

○「聞くこと」のテストスコアが高いほど、授業において「英語を聞いて（一文一文では

なく全体の）概要や要点をとらえる活動をしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の割

合が高い。 

 

No.11-（2） 第 2学年の英語の授業では、英語を聞いて、（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動をし

ていたと思いますか。 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識「読むこと」＞ 

○英語を読んで、概要や要点をとらえる活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、76.4％。 

 平成 27年度の 75.3％よりも 1.1ポイント増加。 

○「読むこと」のテストスコアが高いほど、授業において「英語を読んで（一文一文では

なく全体の）概要や要点をとらえる活動をしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の割

合が高い。 

No.12-（2） 第２学年での英語の授業では、英語を読んで、（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動を

していたと思いますか。 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識「話すこと」＞ 

○与えられた話題について、即興で話す活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、52.0％。 

 平成 27年度の 49.6％より 2.4ポイント増加。 

○「話すこと」のテストスコアが高いほど、授業において「与えられた話題について、即

興で話す活動をしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の割合が高い。 

No.14-（2） 第２学年での英語の授業では、与えられた話題について、（特に準備をすることなく）即興で話す活動を

していたと思いますか。 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識「話すこと」＞ 

○英語でスピーチやプレゼンテーションをする活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、

61.0%。平成 27年度の 59.0％より 2.0ポイント増加。 

○「話すこと」のテストスコアが高いほど、授業において「英語でスピーチやプレゼンテ

ーションをしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の割合が高い。 

No.16-（2） 第２学年での英語の授業では、英語でスピーチやプレゼンテーションをしていたと思いますか。 

 

 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識〈技能統合型：聞いたり読んだりして話

すこと〉＞ 

○聞いたり読んだりしたことについて、英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動を

していた（選択肢①②合計）生徒は、68.7%。平成 27年度の 67.2％より 1.5ポイント増

加。 

○「話すこと」のテストスコアが高いほど、授業において「聞いたり読んだりしたことに

ついて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりしていたと思う」（選択肢①②

合計）生徒の割合が高い。 

No.13-（2） 第２学年での英語の授業では、聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり意見を

述べ合ったりしていたと思いますか。 

 

 

 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識〈技能統合型：聞いたり読んだりして書

くこと〉＞ 

○聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを

英語で書いたりした活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、63.4%。平成 27年度の

62.2%より 1.2ポイント増加。 

○「書くこと」のテストスコアが高いほど、授業において「聞いたり読んだりしたことに

ついて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりしていたと思

う」（選択肢①②合計）生徒の割合が高い。 

No.15-（2） 第２学年での英語の授業では、聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり

自分の考えを英語で書いたりしていたと思いますか。 

 ①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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②教員質問紙調査結果の主な特徴 

【授業における言語活動の指導に対する教員の意識】 

＜授業における言語活動の指導「聞くこと」＞ 

○まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取る活動を行っている（選択肢

①②合計） 教員は、72.1%。平成 27年度の 73.5％より 1.4ポイント減少。 

 

 

 

 

 

＜授業における言語活動の指導「話すこと」＞ 

○スピーチをする活動を行っている（選択肢①②合計）教員は、57.9%。 

 平成 27年度の 53.5％より 4.4ポイント増加。 

 

 

 

 

No.1-（9) 与えられたテーマについて簡単なスピーチをする活動を行っていますか。 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 

No.1-（5) まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取る活動を行っていますか。 

①よくしている  ②どちらかといえば、している  ③あまりしていない   ④ほとんどしていない 
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＜授業における言語活動の指導「読むこと」＞ 

○伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じる活動を行っている 

 （選択肢①②合計）教員は、50.7%。平成 27年度の 47.0％より 3.7ポイント増加。 

 No. 1-（13）  伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じる活動を行っていますか。 

 

 

 

 

＜授業における言語活動の指導「書くこと」＞ 

○自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文章を書く活動を行ってい

る（選択肢①②合計）教員は、56.1%。平成 27年度の 54.5%より 1.6ポイント増加。  

No.1-（19） 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注意して文章を書く活

動を行っていますか。 

 

 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 
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＜授業における言語活動の指導〈技能統合型：聞いたり読んだりしたことに基づく話し

合いや意見交換・書く活動〉＞ 

○聞いたり読んだりしたことに基づき、情報や考えなどについて、話し合いや意見交換

を行っている（選択肢①②の合計）教員は、40.0%。平成 27年度の 37.1%よりも 2.9

ポイント増加。 

 

 

 

 

 

 

○聞いたり読んだりしたことに基づき、情報や考えなどについて、書く活動を行ってい

る （選択肢①②合計）教員は、39.6%。平成 27 年度の 37.5%よりも 2.1 ポイント

増加。 

 

 

 

 

 

 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 

No.1-（7) 聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合ったりなどする活動を行ってい

ますか。 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 

No.1-（17) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりなどする活

動を行っていますか。 
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＜授業における言語活動の指導〈技能統合型：感想を述べたり賛否やその理由を示した

りするために、英語を読んで概要や要点をとらえる活動〉＞ 

○英語を読んで、感想を述べたり賛否やその理由を示すことができるよう、書かれた内容

や考え方などをとらえる活動をしている（選択肢①②合計）教員は、37.5%。平成 27 年

度の 37.4％よりも 0.1ポイント増加。  

No.1-（14） 話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることができるよ

う、書かれた内容や考え方などをとらえる活動を行っていますか。 

 

 

① よくしている ②どちらかといえば、している③ あまりしていない ④ほとんどしていない 
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４． 国立学校の技能別調査結果及び課題と指導改善のポイント 

○国立学校では、「読むこと」「聞くこと」「書くこと」「話すこと」の 4技能において CEFR 

A1上位以上の割合が 70％以上となっており、昨年度に引き続き公立学校よりも高い傾向。 

○「書くこと」「話すこと」の無解答はいずれも 1％以下となっている。 

 

【国立学校のスコア分布】 
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３． 国立学校の質問紙調査結果 

①生徒質問紙調査結果の主な特徴 

【英語学習に対する意識】 

○ 「話すこと」のテストスコアが高いほど、「英語が好きである」（選択肢①②合計）生

徒の割合が高い。 

No. 1 英語の学習は好きですか。最も当てはまる選択肢を１つ選んでください。 

 

 

①そう思う ②どちらかといえば、そう思う ③どちらかといえば、そう思わない ④そう思わない 
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【現在の英語力と将来の英語使用のイメージ】 

○ 現在の英語力のレベルによって将来の英語使用のイメージが異なる。「どの程度まで英

語を身に付けたいと思っていますか」という問いに対し、「話すこと」のテストスコアが

高いほど、「英語を使って、国際社会で活躍できるようになりたい」（選択肢①）「海外で

のホームステイや語学研修を楽しめるようになりたい」（選択肢②）を選択する生徒の割

合が高い。 

No. 3 どの程度まで英語を身に付けたいと思っていますか。最も当てはまるものを１つ選んで下さい。 

           

  

 

 

①英語を使って、国際社会で活躍できるようになりたい②海外でのホームステイや語学研修を楽しめるようになりたい  

③海外旅行などをするときに、英語で日常的な会話をし、コミュニケーションを楽しめるようになりたい 

④高校卒業後に、海外の大学などに進学できるようになりたい  ⑤大学で自分が専攻する学問を英語で学べるようにな

りたい ⑥高校入試に対応できる力を付けたい  ⑦特に学校の授業以外での利用を考えていない 
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【４技能の言語活動に対する生徒の意識】 

＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識「聞くこと」＞ 

○ 英語を聞いて、概要や要点をとらえる活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は 83.1％。

平成 27年度の 84.4％と比較して 1.3ポイント減少。 

○ 「聞くこと」のテストスコアが高いほど、授業において「英語を読んで、（一文一文で

はなく全体の）概要や要点をとらえる活動をしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の

割合が高い。 

No.12 第 2学年の英語の授業では、英語を聞いて、（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動をしていた

と思いますか。 

 

 

 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識「読むこと」＞ 

○ 英語を読んで、概要や要点をとらえる活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、86.0% 。

平成 27年度の 86.6％と比較して 0.6％減少。 

○ 「読むこと」のテストスコアが高いほど、授業において「英語を聞いて（一文一文で

はなく全体の）概要や要点をとらえる活動をしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の

割合が高い。 

No.13 第２学年での英語の授業では、英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動をしていた

と思いますか。 

 

 

 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識「話すこと」＞ 

○ 与えられた話題について、即興で話す活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、71.5%  

平成 27年度の 72.4％と比較して 0.9ポイント減少。 

○ 「話すこと」のテストスコアが高いほど、授業において「与えられた話題について、 

即興で話す活動をしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の割合が高い。 

No.15 第２学年での英語の授業では、与えられた話題について、（特に準備をすることなく）即興で話す活動をしてい

たと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識「話すこと」＞ 

○ 英語でスピーチやプレゼンテーションをする活動をしていた（選択肢①②合計）生徒

は、86.0％。平成 27年度の 84.9％より 1.1ポイント増加。 

○ 「話すこと」のテストスコアが高いほど、授業において「英語でスピーチやプレゼンテ 

ーションをしていたと思う」（選択肢①②合計）生徒の割合が高い。 

No.16 第２学年での英語の授業では、英語でスピーチやプレゼンテーションをしていたと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識〈技能統合型：聞いたり読んだりして話

すこと〉＞ 

○ 聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合った

りする活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、83.8％。平成 27 年度の 83.9％より

0.1ポイント減少。 

○ 「話すこと」のテストスコアが高いほど、授業において「聞いたり読んだりしたこと

について、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりしていたと思う」（選択肢①

②合計）生徒の割合が高い。 

No.14 第２学年での英語の授業では、聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合

ったりしていたと思いますか。 

 

 

 

①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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＜４技能を通じた言語活動に対する生徒の意識〈技能統合型：聞いたり読んだりして書

くこと〉＞ 

○ 聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考え

を英語で書いたりする活動をしていた（選択肢①②合計）生徒は、83.2% 。平成 27年度

の 82.8%と比較して、0.4ポイント減少。 

○ 「書くこと」のテストスコアが高いほど、授業において「聞いたり読んだりしたことに

ついて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりしていたと思

う」（選択肢①②合計）生徒の割合が高い。 

No.15 第２学年での英語の授業では、聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の

考えを英語で書いたりしていたと思いますか。 

 ①そう思う  ②どちらかといえば、そう思う  ③どちらかといえば、そう思わない   ④そう思わない 
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②教員質問紙調査結果の主な特徴 

【授業における言語活動の指導に対する教員の意識】 

＜授業における言語活動の指導「聞くこと」＞ 

○ まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取る活動を行っている（選択

肢①②合計）教員は、85.6％。平成 27年度の 85.4％と比較して 0.2ポイント増加。 

 

 

 

 

 

＜授業における言語活動の指導「話すこと」＞ 

○ スピーチを行っている（選択肢①②合計）教員は、88.1％。平成 27年度の 84.3％と比

較して 3.8ポイント増加。 

 

 

 

No.1-（9) 与えられたテーマについて簡単なスピーチをする活動を行っていますか。 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 

No.1-（5) まとまりのある英語を聞いて、概要や要点を適切に聞き取る活動を行っていますか。 

①よくしている  ②どちらかといえば、している  ③あまりしていない   ④ほとんどしていない 
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＜授業における言語活動の指導「読むこと」＞ 

 

○ 伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じる活動を行っている

（選択肢①②合計）教員は、68.9％。平成 27年度の 64.8％から 4.1％減少。 

 No. 1-（13）  伝言や手紙などの文章から書き手の意向を理解し、適切に応じる活動を行っていますか。 

 

 

 

 

＜授業における言語活動の指導「書くこと」＞ 

 

○ 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文章を書く活動を行って

いる（選択肢①②合計）教員は、85.3%。平成 27 年度の 80.9%と比較して 4.4 ポイ

ント増加。  

No.1-（19） 自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように、文と文のつながりなどに注意して文章を書く活

動を行っていますか。 

 

 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 
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＜授業における言語活動の指導＜技能統合型：聞いたり読んだりしたことに基づく話し

合いや意見交換・書く活動＞＞ 

 

○ 聞いたり読んだりしたことに基づき、情報や考えなどについて、話し合いや意見交

換を行っている（選択肢①②の合計）教員は、77.6％。平成 27 年度の 77.9%と比較

して 0.3ポイント減少。書く活動を行っている（選択肢①②合計）教員は、73.4%。 

 

 

 

 

 

○ 聞いたり読んだりしたことに基づき、情報や考えなどについて、話し合いや意見交

換を行っている（選択肢①②の合計）教員は、74.8％。平成 27 年度の 73.4%と比較

して 1.4ポイント増加。 

 

 

 

 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 

No.1-（7) 聞いたり読んだりしたことなどについて、問答したり意見を述べ合ったりなどする活動を行ってい

ますか。 

No.1-（17) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、感想、賛否やその理由を書いたりなどする活

動を行っていますか。 

①よくしている ②どちらかといえば、している ③あまりしていない ④ほとんどしていない 
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＜授業における言語活動の指導＜技能統合型：感想を述べたり賛否やその理由を示した

りなどすることができるよう、英語を読んで概要や要点をとらえる活動＞＞ 

○ 英語を読んで、感想を述べたり賛否やその理由を示したりすることができるよう、 

書かれた内容や考え方などをとらえる活動をしている（選択肢①②合計）教員は、

76.2%。平成 27年度の 71.1％よりも 5.1％増加。 

No.1-（14） 話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることができるよ

う、書かれた内容や考え方などをとらえる活動を行っていますか。 

 

 

① よくしている ②どちらかといえば、している③ あまりしていない ④ほとんどしていない 


